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までには，様々な困難が存在し，不確実性が高い(Aldrich and Fiol, 1994)． 特に，先端
科学技術をベースとする大学発ベンチャー3は，技術の実現性，マーケティングといったイ



































1994 ， Stuart, Hoang and Hybels, 1999) ，日 和 見 的 な 行 動 の低 減 (Marsden, 1981, 
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年にガンと診断された人の数は世界で 1,240 万人と推定されるが，将来 2030 年には
2,640 万人にのぼると予測されており，2008 年に 760 万人と推定されていた世界でのガン









癌剤市場は，日米欧あわせた市場規模で，2004 年には，2 兆 3594 億円であったものが，
2007 年には，4 兆 3370 億円に増加する等，市場規模の拡大傾向が続いている(キャンバ
ス, 2009)． 
 





とした，これまでにないユニークなものである．『細胞周期』とは，1 つの細胞が 2 つに分裂
するプロセスのことであり，DNA を複製する S 期，2 つの細胞に分裂する M 期，並びにそ





















常細胞においては G1・G2 両方のチェックポイントがいずれも機能しており，なかでも G1
チェックポイントが強く機能して細胞分裂時の DNA 損傷がチェックされている．これに対し，
キャンバスによると，多くの癌細胞は G1 チェックポイントを失っているので，細胞分裂時の























第１回 第三者割当増資 時期：2000 年 9 月，出資額：1.8 億円 
＊マイルストーン 
薬剤スクリーニング法とオリジナルペプチド『TAT-S216』の米国特許および PCT
の出願(2000 年 9 月達成) 





























































                                                  




    
 
3.2. 成長初期段階–会社設立(2000年1月)から第2回第3者割当増資(2001年9月)‐ 
本稿では，キャンバス設立の 2000 年 1 月から，第 2 回第三者割当増資に成功した
2001 年 9 月までを，成長初期段階としている．また，この段階において，キャンバスの成
長に貢献した外部資源として，当時，株式会社マキヤ社長であった矢部隆氏，また，
MBL ベンチャーキャピタル株式会社に着目する． 





















本稿では，キャンバスが，第 2 回三者割当増資を達成した 2001 年 9 月から，第４回第
三者割当増資を達成した 2005 年 11 月までを，成長中期段階とする．また，この段階にお
いて，キャンバスの成長に貢献した外部資源として，科学顧問会議に着目する． 
キャンバスは，2002 年 3 月，社内に，科学顧問会議を組成した．科学顧問会議（SAB）
メンバーは，Daniel D. Von Hoff 氏，Donald W. Kufe 氏，William G. Dunphy 氏の 3 人に
よって構成されている．Daniel D. Von Hoff 氏は，アリゾナ癌センター教授，前所長であり，
アメリカ癌学会会長，アメリカ癌治療学会会長を歴任した著名な癌研究者である．Von 





























キャンバスは，この段階において，2003 年 1 月，TAT-S216 を最適化した抗癌剤候補化
合物 CBP501 特許出願を行った．そして，同年 3 月から 5 月にかけて，第 3 回の第三者
割当増資に成功した．また，同年 6 月には，低分子化合物 CBS2400 シリーズ特許出願を
行った．また，キャンバスによると，2005 年 2 月に米国食品医薬品局（FDA）より CBP501
の臨床実験第１相試験開始のための IND 申請承認を獲得した．さらに，2005 年 4 月に
は，アメリカ特許庁より薬剤スクリーニング法の特許承認（米国）を，同年 5 月には，ヨーロ
ッパ特許庁より，薬剤スクリーニング法およびオリジナルペプチド TAT-S216 の特許承認を
得ると共に，CBP501（単剤）臨床第 1 相試験を，アメリカで開始した．さらに，同年 11 月か





本稿では，キャンバスが，第４回の第三者割当増資を達成した 2005 年 11 月から東証













キャンバスは，この段階において，2006 年 2 月，アメリカ特許庁より CBP501 の特許承
認（米国），同年 10 月，CBP501（シスプラチンとの 2 剤併用）臨床第 1 相試験をアメリカ
で開始した．また，翌年，2007 年 3 月には，既に述べたように，CBP501 とそのバックアッ
プ化合物について，武田薬品工業株式会社と共同事業化契約を締結した．翌年，2008
年 5 月には，CBP501（シスプラチン，ペメトレキセドとの 3 剤併用）臨床第 1 相試験を，ア
メリカで開始し，同年 11 月には，CBP501（3 剤併用）臨床，第 2 相試験（対象：悪性胸膜
中皮腫）をアメリカで開始，翌年，2009 年 6 月には，CBP501（3 剤併用）臨床第 2 相試験
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